
























































ット、マイクロカセット、エルカセット、CD (Compact Disc)、CD-R (CD-
Recordable)、DAT (Digital Audio Tape)、NT (デジタルマイクロカセット)、
DCC (Digital Compact Tape)、MD (MiniDisc)、WAVE、MP34である。それぞ
れの概要は表 1 のとおりである。 





25cm の LP (Long Playing)の他に 17cm のものもある。 
オ ー プ ン
リール 
リールに磁気テープを巻いた録音再生メディア。テープ幅 6.35mm のもの










3 Bates & Poole (2003, p.51)は“Hence one immediate advantage of using different media and 
technologies is that they allow us to represent the world in different ways.”と述べ、メディア
の効用をまとめている。 
4 パソコンで扱うことのできるデジタル音声ファイルは圧縮形式・方法の違いからこれら
以外にも多数存在するが、ここでは非圧縮の WAVE と圧縮の MP3 をそれぞれの代表的
なものとして扱う。 
5 表 1 の記述は以下の資料を参照した。Audio Recording Through the Ages (https://www. 
mcgowantranscriptions.co.uk/audio-recording-through-the-ages/), Recording Technology History 
(http://web.archive.org/web/20190216131304/http://history.sandiego.edu/gen/recording/notes.







マ イ ク ロ
カセット 
コンパクトカセットと同じ幅のテープを半分の速度で走行させ、ケースの









CD  Compact Disc。新しいデジタル方式として当時他にも提案されていた方式
を抑え 1982 年に発売された。ソニーとフィリップスの共同開発。12cm の
ディスクに当初は 74 分の、現在は 80 分までの音声情報が記録できる媒体。
通常音楽 CD を意味する音声記録用の CD-DA (Compact Disc Digital Audio)
は、16bit, 44.1kHz のサンプリング周波数により人間の可聴域である 20kHz
までをカバーできる。 
CD-R  R は Recordable の意で、データ書き込みのできる CD。1989 年発売。コン
ピュータのデータ記録用としての用途も進んだことで、ディスクは大幅に
低価格化した。音声データは audio CD 形式で書き込むことで一般の CD プ
レーヤーでの再生も可能なディスクが個人レベルで作成できる。 
DAT Digital Audio Tape。1987 年発売。磁気テープにデジタル信号を記録する。
発売当初は CD と同じ 44.1kHz のサンプリング周波数としたため、CD から
の無劣化コピーが問題となり、48kHz にした。そのため CD を上回る信号
規格となった。 
NT デジタルマイクロカセットで切手サイズの小型記録メディアに高音質デジ
タル録音が可能であった。NT は Non Tracking の意。1992 年に発売され、
開発メーカーのソニーだけが 10 年ほど生産を続けたが、普及には至らなか
った。 













非圧縮の音声データフォーマット(拡張子.wav)で通常音楽 CD は 16bit, 
44.1kHz の WAVE ファイルとなっている。 
MP3 MPEG-1 Audio Layor 3 データフォーマット(拡張子.mp3)でサンプリング周
波数は 32kHz、44.1kHz、48kHz、ビットレートは 低 32kbpsから 高 320kbps





















 野村・東 (2003)は音声メディアを外国語教育現場で 大限に活用する
ために必要な要素として次の 4 点を示した8。 
 (1) Sound Quality 
  (2) Portability 
(3) Editing 














ルを「無重力の空間」に例えた。(「終わりと始まり」『朝日新聞』2009 年 11 月 7 日」) 
8 Nomura & Azuma (2003) Integration of Sound Media for Maximum Educational Results in 
Foreign Language Teaching, Presented at 3rd International Conference on Technology in 






















 CD に関していえば、さらに音質を追求した Super Audio CD (SACD)と
いうフォーマットが開発され、ハイエンドを目指すオーディオ愛好家に受
け入れられているが、外国語教育の現場からすればここまでの高音質は必











原音に忠実であることを表す表現として hi-fi がある。これは high fidelity (高忠実度)の略
で、そのような装置を表す言葉として特にオーディオの分野で用いられる。 
10 神戸市外国語大学は 1966 年に創立 20 周年を記念して施設拡充した際、LL 教室設備を
























で丁寧に収録されていた。筆者はこの Spoken Arts シリーズのレコードを
愛聴し、現在も数十枚所蔵している。他には「世界ことばの旅 80 言語音
声カタログ」や「アポロ 11 号人類月に立つ」のレコードなども資料的価










12 1956 年に Dr. Luce と Arthur Klein によって創設され、“encourage a revival and reevaluation 
of the importance of the spoken word”を会社のミッションとしてレコードを発売した。創
立 50 周年にあたる 2001 年以降、Klein 家との合意により Spoken Arts は歴史的に貴重
な音声録音資料としてイェール大学に所蔵されている。(cf. https://www.discogs.com/ja/ 
label/74847-Spoken-Arts) 
13 直径 30 センチという LP レコードを入れるジャケットは必然的に大きなものとなるこ
とから、ジャケット写真や解説書など音を聞くだけではなく他の要素がレコードの存




































































は 0.8 倍から 1.2 倍の範囲でスピード調整も可能となっていた17。 
 このカセットテープレコーダーの教室用モデルの使い勝手のよさを
MD でも実現するために筆者が自作した MD アンプスピーカーが図 2 の
ものである。 
 
15 下山(2011, p.63)は CALL 教室に設置されている機器で普通教室にはないものとして、
各学習者用コンピュータ、ヘッドセット、マイク、学生用モニタ、学習者インターネッ
ト接続環境、教室内ネットワーク、CALL システムを挙げている。 





































18 ソニー製のウォークマン TPS-L2 が初代モデル。ヘッドホンステレオとも呼ばれた。ソ
ニーに限れば、2002 年に発売された WM-FX202 が 2010 年 4 月に出荷終了となるまで、
30 年以上に渡り、高機能モデルやチューナー付きのモデルなども含め、合計 192 機種



























デジタル技術が進歩した現在では、IC レコーダーや PCM デジタルレコ












20 長年にわたりバージョンアップを経て筆者が使用しているのは Sound it!という市販ソ






イルとして保存活用するか、CD-R などに編集した WAVEファイルを audio 























































業者による仕様書に 初から CD 専用プレーヤーが含まれず、DVD プレ












22 例えば「百人一首」の句を朗読した音声 CD では、句ごとにトラック分けをすることで
特定の句を即座に再生できるようになっていたが、この 99 トラックまでという制約か
ら 99 番目と 100 番目の句は同一のトラックになる。これは CD のシステム上解決でき
ない問題となっている。(cf. https://www.tengudo.jp/blog/karuta-news/1960.html) 
23 CD 専用プレーヤーであれば一瞬と思えるほど短い時間で表示されるディスクの TOC 






での上限トラック数 99 に対し、255 までのトラックマークを任意の箇所
に打つことができた。これは例えば 10 レッスンを収めた MD 音声教材で















も学習する言語の sound-memory を蓄えていくためには異なる 6 つの音声
を聞くよりは、同じ音声を 6 回集中して聞くことを勧めている26。 
1996 年に 4 クラスの学生に対して実施した MD を使った授業の評価ア
ンケートでは、合計 125 名の学生の中で、105 名が非常によい、12 名がよ







録音した CD が付属している。この CD に付けられたトラックマークは各 Chapter の頭
だけであり、Chapter 内の各セクションに直接飛ぶことはできない。そのためこれらの
CD を MD 化し細かくトラックマークを打ち、必要個所に一気にアクセスできるように
している。これによりアメリカ英語とイギリス英語の聴き比べも容易となった。 
25 MD デッキではこうした A-B リピートを含むさまざまな再生方法がリモコンで設定で
きた。他には 1 トラックリピート、全曲リピート、ランダム再生などである。野村(1993, 
1994)は MD の外国語授業への活用について具体例を紹介しながら論じたものである。 
26 O’Connor (1980, p.4)。 
27 Nomura & Azuma (2003) Integration of Sound Media for Maximum Educational Results in 
Foreign Language Teaching, Presented at 3rd International Conference on Technology in 






















MD は 終的に 2003 年に一般向け製品は生産完了32となった。 









28 サントリー「シングルモルト」ウィスキーの CM キャッチコピー。素材の良さをアピ
ールしたコピーとなっている。cf. https://www.suntory.co.jp/whisky/yamazaki_pre/nenkan/ 
29 The Recording Industry Association of America® 
30 https://www.riaa.com/u-s-sales-database/ 




MD から iPod に主役が交代することとなった。 
32 その後も唯一、TASCAM からは業務用デッキが現在も継続して製造が続けられている。 




























音機器としては、PCM レコーダーや IC レコーダーが 有力候補36となる。
音声フォーマットを 16bit, 44.1kHz に設定すれば、編集後にそのまま audio 

































図 3 レコーダー (Sony ICD-TX650, PCM-A10, PCM D-50) 
 






















































37 具体的な組み合わせとして筆者も実際に活用しているのは、例えばソニーの PCM レコ
ーダーPCM-A10 と BOSE の SoundLink Mini II である。横幅は 18cm ほどの小型だが、
サイズからは想像できないような低音も再生できる。Bluetooth による接続も可能で、
操作性、クォリティも十分に満足できるものである。また幅 22cm ほどの CREATIVE の
iRoar Go も優れている。これらはどちらもステレオミニの外部入力端子も備えている

























































うし、教科書付属の教材 CD や自主制作の CD-R も継続して使われるだろ




のは WAVE や MP3 といったデジタルデータで、それをどのような機器を
用いて教室で使いこなすかという点で、授業に向かうそれぞれの教師の工
夫が問われることになる。 











レコード協会)によれば、2019 年上半期におけるアナログレコードの売上げが 1986 年
以来、33 年ぶりに CD の売上げを上回る見込みとのことである。(cf. https://www. 
digitalmusicnews.com/2019/09/08/vinyl-overtake-cd-sales/) 注 7 でデジタルは無重力空間
であるという池澤による例えを引用したが、ネット上からデジタル化された音源をダ
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